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品揃えには自信あり！
おいしい地酒、焼酎、世界のワイン揃ってます！

酒専門店　グランツ
東海市でお酒といったらココ「酒専門店グランツ」。今まで以上に
品揃えが豊富になり、特に日本酒、ワインのコーナーは一見の価
値あり！　ワインの品揃えはこの地区最大で、見ているだけでもワ

クワクすること間違いなし。きっとあ
なたにピッタリのワインが見つかるは
ずです。
お酒好きの方はもちろん、お酒を贈
り物にする際にお悩みの方、ぜひご
来店をお待ちしております。
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　なぜ日本と地域が再生するかと思うと、失われた２０年、３０年でとりあえずサバイバ
ルできるとこまで小さくなったり、最適化した。限界まで縮小したので、うまくやれば伸
びる。世界中から日本に観光客が押し寄せているが、日本人向けと外国人向けのデザイン
は全然違う。うちで日本酒のTシャツを作っているが、一番欧米の人にうけるのは、黒地
に白で背中に菊姫と書いてある暴走族みたいなTシャツ。日本人は恥ずかしいが、これを
最高と言う。外国のお客さんと対話して「こんなものできますが、どんなのが好きです
か？」と言って、その通りに作れた人はハッピーになれる。
　　　光地作りは観光協会が大事。それは誰を使うか？観光の仕事をやっていないけれど
　　　地元が大好き、好きすぎてスマホで毎日発信している人、ある地域を熱愛する人。
地方を盛り上げようと今までなら工業団地を作ろうとか思うが、これからは女子に受ける
ようなパン屋さんやカフェを増やせば名古屋から移り住んでくれる。私は勝手に観光協会
やって、好きな店だけ紹介している。墨田区の若手経営者はマップみたいなのを作り、自
分で案内して広めてファンを増やしてきた。みなさんも簡単だからやってみてください。
　勝手に観光協会として発信した半田の魅力がある。半田運河に古い建物が並んでいる。

私は電線が好きで電線クラブのメンバーだが、電線がダラリと垂れてい
るのは珍しい。この写真を発信したら、「面白い」と半田に興味を示し
た人がいる。カツも美味しい。カフェは新美南吉記念館。美智子上皇后
のスピーチを聞いて以来『でんでんむしのかなしみ』が生涯の愛読書
で、新美南吉さんを心から尊敬しているので、記念館に行った時は物凄
く感激した。ただ南吉さんが好きで、この定食屋さん美味しいと思って
いるから紹介している。
　インスタグラム始めてください。人生が楽しくなる。facebookでも

いい。facebookで1日１個面白いもの撮ると心が蘇る。心蘇って、地元の綺麗な景色を
撮っていたら、それが何かのきっかけで海外の人が見つけて、ある日、みんな知多半島に
やって来るかもしれない。苦労するのではなくて、遊びながら出来て、自分の若さの秘訣
にもなる。最高でしょう。このインスタグラムやって脳のパラボラ力、歩いていると色々
面白いもの見つけられる、フッと立ち止まって写真を撮る力を復活させてほしい。私自身
もそうだけど、幸せになるし、結果仕事の発見にもなる。これちょっと仕事に使えるんじ
ゃあないと。地元の魅力に気がつくことになるかもしれない。
　地元を一番愛する発信者、ネットワーカーになっていただきたい。みなさんはブリッジ
パーソン。地域を盛り上げるためには縦割りの役所ではなかなか出来ない。みなさんは若
い人とシニア、よそものの人を歓迎して、地元に、人につなげることが出来る。アーテイ
ストと商売人、NPO の人と商売人をつなげることも出来る。こういう人が何人いるかで
地元の元気が変わってくる。だいたい１００人くらいの人が１０年続けると、多分ここは
国際的な面白い人がたくさん来て、みなさんのお子さん、お孫さんも出て行かない場所に
なると確信している。一人では何も出来ないが、それぞれの人が面白いところを発信すれ
ば、縁と運が広がってくる。何度かこちらに足を運ばせていただき、この場所が大好きに
なった。微力ながら明日もたくさん発信しますので、よかったらfacebook、インスタグ
ラムを見てください。
　ネット時代に生き残れるのは、地球で一番◯◯な企業。地球で一番手づくりの味が作れ
る、美味しいエビフライが作れる企業とかを考えている人と、みなさん自身が仕事人にな
り『タモリ倶楽部』や『チコちゃんに叱られる』の専門家で出られるような人になってい
ただきたい。『真面目に働け』が２０世紀だったが、これからは『働くように遊ぶ、遊ぶ
ように働く』。地元が大好きで地元で楽しそうに仕事をしている人と仲良く交流をして、
その様子をみなさんのお子さんお孫さんが見て、この場所で商売続けるのは素敵だなと思
っていただけるような場が広がっていくと宜しいかなと思っている。（文責・半田法人会）

観

創業期ベンチャーのイマジニアで株式投資ゲームの開発・営業を
経て、１９91年家業の国産Ｔシャツメーカー久米繊維工業入社。
94年三代目社長に就任しネット通販を展開。現在、東京商工会議
所墨田支部 副会長、墨田区観光協会 理事、墨田区文化振興財
団 評議員等として産業・観光・文化・教育一体となった地域づくりを
推進中。

略歴
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　　　はたかがTシャツ屋だが、いろんなことが出来たのは情報発
　　　信をしてきたから。こんなことしたいと言っているうちに
ご縁が紡がれていく。夢を発信したらいいことがある。人々は夢
を人に言わないし、ネットにも書かない。損をしているのではな
いか。私は決して優秀な人間ではない。たまたま運が良かったの
は、時代の変わり目にそれぞれちょっといいとこにいた。何か新し
いことがある『ほっとスポット』に行って、先輩に「これやりなさ
い」と言われたらそれをすぐやった。それだけ。そしてどうやったら生
き残れるかということを勉強した。生き延びるのにはインターネットしかなかったので、
文系で嫌いだったがやらなければ死んでしまうのでやった。たまたま『日経インターネッ
トアワード』で賞を取ったので、注目されて全国で講演に呼ばれたりしているうちに、何
とか生き延びることができた。その後、明治大学で授業をやってくれと。行ってびっくり
した。今の若い人は考えすぎて動けない人が多い。そこですぐやる技術という本を書いた
ら２５万部くらいのベストセラーになっている。
　その後に墨田区に観光協会が出来て、私も発起人になってみんなで発信をしたら観光都
市になった。１０年かければできるということも体験した。一番私の変わり目になったの
は2010年に横浜でAPECが開かれ、中小企業サミットで日本代表でスピーチをする機会
があった。その時にうちで作っている北斎のTシャッをお配りした。墨田区で配っても誰
も喜ばない北斎のTシャッを海外の人は物凄く喜ぶことが分かった。日本人が、日本の企
業を食べさせてくれるのではなく、海外の人が日本が好きで私たちの商売を続けさせてく
れるんじゃあないかと予感した瞬間だった。
　　　は子どもが少なくなって廃校が増えている。その廃校をもう一度７歳の目で世界を
　　　見よう、大人たちの小学校にしようというのが『熱中小学校』で、ボランティアで
いろんな先生がいて、このままではなくなってしまうというところを励ます。数日前に北
海道、十勝更別村という日本で一番トラクターの多い所に行ってきた。目がキラキラした
シニアの人がいる。若い人よりシニアの人が勉強熱心。Facebookとかみんなやってい
る。今一番燃えていることは墨田区に大学ができる（認可中）。ITと英語を使って起業家
を育てようという初めての専門職大学で、そこの先生になる予定。留学生を１/３位引き
受け、先生はみんな商売人、そんな人を集めて3年生からは中小企業も含めてインターン
で５ヶ月行く。日本に留学する人は相当日本が好きで、年間１５０万の学費と住居代が払
える人だから、経済的に恵まれている人だと思う。そういう人が皆さんの商品を母国に売
ってくれるとしたら素晴らしい。そんなことをこれからの１０年間で頑張りたいと思って
いる。
　若い人ですぐやり抜く人は本当に不足している。次世代事業は１０年かかるから１０年
我慢できることが大切。大企業では１～２割やる気のない、ぶら下がっている人がいても
大丈夫。中小企業はぶら下がる人が２割いたらおかしくなってしまう。「それはおかし
い、こんなことやりましょう」と言ってくれる人がいないと、新しい時代についていけな
い。そう言う人を採っていただければと思う。オタクを採ってください。私の経験ではい
い子ちゃんほど危険。まっすぐ立てないかもしれないけれど、好きなものの話をし始めた
ら一晩止まらなそうな人を採っていただければ、自分の業種と関係なくてもきっといいこ
とがあるでしょう。新たな人材を目指そうとこれからは独創共栄。一社ひとつずつとんが
った世界に認められることやって、そういう人が集まることで、その地域を元気にしていく。
　残念ながら、AI 、ロボットで相当仕事が取られると思う。墨田区に外国の人がたくさ
ん来るようになったが、手で削っているようなお箸や屏風を買っている。知多半島でここ
でしか買えないものを探して作る。２０世紀は大量生産、大量消費の時代だが、２１世紀
はこだわりのあるストーリーのあるものを買ってくれる時代。

講師：久米　信行氏　（久米繊維工業（株）取締役相談役・多摩大学客員教授）
演題：すぐやることでチャンスをつかむ新しい働き方
　　　～自分を変え、オンリーワンを目指そう～
　　　　　　　　　　　

私

今

第1回通常総会　記念講演会

す
ぐ
や
る
人
だ
け
が
チ
ャ
ン
ス
を
手
に
入
れ
る

〜「
す
ぐ
や
る
カ
エ
ル
の
冒
険
ス
ト
ー
リ
ー
に
学
ぶ「
す
ぐ
や
る
技
術
」〜
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8月30日（金）発売！2019年
高校サッカー特集 愛知・岐阜・三重

東海3県特別拡大号（ （vol.27

知多半島に住み生活している人たちがオススメする本当の魅力満載。

CHITA HANTO

知

850円85500円
定価

2019年
版

お求めは愛知県内の
各書店で！※一部取扱いの無い店舗もございます。

　ご了承ください。
好評発売中！
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お
か
げ
さ
ま
で
、
2
0
2
0
年

5
月
で
創
業
か
ら
70
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年
を
迎
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ま
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は
昭
和
25
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。
こ
こ
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知
多
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豊
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の
鳥
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、
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坪
の
土
地
を
借
り
小
屋
を
建
て
、

祖
父
と
祖
母
が
魚
屋
を
創
業
し
ま

し
た
。
『
ま
る
は
』
の
誕
生
で

す
。
祖
父
が
名
古
屋
の
『
ま
る

は
』
と
い
う
魚
屋
で
勤
め
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お

り
、
大
洋
漁
業
の
『
ま
る
は
』
に

あ
や
か
り
、
こ
の
名
前
を
付
け
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
地
元
で
魚
屋
と
笑
わ
れ

た
そ
う
で
す
。
魚
は
親
戚
や
近
所

か
ら
も
ら
う
も
の
で
し
た
。
店
は

国
道
に
面
し
て
お
り
、
向
こ
う
は

豊
浜
漁
港
、
バ
ス
停
も
す
ぐ
そ
ば

で
し
た
。
魚
は
並
べ
て
い
ま
し
た

が
、
殆
ど
の
魚
は
祖
母
が
名
古
屋

に
運
び
、
卸
し
た
り
行
商
を
し
て

い
ま
し
た
。
俗
に
言
う
カ
ン
カ
ン

部
隊
で
す
。

　

地
元
で
は
、
祖
父
が
新
鮮
な
魚

介
類
を
調
理
し
て
売
り
は
じ
め
た

と
こ
ろ
評
判
に
な
り
、
昭
和
32
年

に
『
ま
る
は
食
堂
』
が
誕
生
し
ま

し
た
。
当
時
は
自
転
車
を
無
料
で

貸
し
出
し
た
り
、
風
呂
を
提
供
し

た
り
泊
め
た
り
と
、
「
お
客
様
が

喜
ぶ
今
で
き
る
勘
考
を
し
た
」
と

祖
母
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
昭
和

36
年
、
お
客
様
の
ご
要
望
も
あ
り

旅
館
業
を
開
業
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
木
造
二
階
建
て
の
食
堂

旅
館
は
、
家
族
総
出
で
切
り
盛
り

し
、
地
元
は
も
と
よ
り
、
名
古
屋

を
中
心
に
愛
知
県
中
か
ら
ご
来
店

を
い
た
だ
き
、
賑
わ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
昭
和
40
年
ご
ろ
、
名

物
の
エ
ビ
フ
ラ
イ
も
お
客
様
の
ご

要
望
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
頃
の
お
客
様
、
地

域
、
家
族
に
愛
さ
れ
た
『
ま
る
は

食
堂
』
を
、
我
が
社
の
『
原
点
』

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
私
は
22

歳
で
家
業
に
戻
り
ま
し
た
。
天
然

温
泉
う
め
乃
湯
が
オ
ー
プ
ン
し
て

5
年
目
と
い
う
時
で
、
大
変
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
忙
し
さ

の
あ
ま
り
原
点
が
薄
れ
た
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
中
部
国
際
空

港
開
港
の
話
を
聞
き
、
改
め
て
料

理
や
接
客
、
店
の
雰
囲
気
を
原
点

に
戻
し
、
こ
の
暖
簾

を
守
ろ
う
と
覚
悟
を

決
め
ま
し
た
。
中
部

国
際
空
港
の
出
店
も

こ
の
時
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
こ
の
出
店
が

そ
の
後
の
成
長
に
繋

が
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

南
知
多
に
お
客
様

を
沢
山
迎
え
た
い
。

知
多
の
西
海
岸
を
盛
り
上
げ
た

い
。
そ
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
出
店

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
目
標
は
凡
そ

達
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
今
秋
開

業
す
る
旅
館
『
は
ず
の
ほ
し
』
や
、

ま
る
は
リ
ゾ
ー
ト
の
宿
泊
施
設
や
結

婚
式
場
の
増
設
な
ど
、
地
元
の
成
長

発
展
に
繋
が
る
挑
戦
を
し
続
け
な
が

ら
、
『
ま
る
は
』
の
暖
簾
を
守
り
続

け
て
い
き
ま
す
。

代表取締役社長　坂野豊和
知多郡南知多町大字豊浜字峠8
TEL.０５６９-６５-1315 FAX.０５６９-６５-1777

株式会社 まるは

お客様・地域・社員に
愛される店づくり

～感謝感謝感謝で、創業70周年～

私の経営

エビフライ原点
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半田税務署 署長     今枝 なほみ氏
略歴
昭和５３．４　名古屋国税局 総務部 総務課 採用。５８．７　昭和税務署 法人税・源泉所得税部門。６３．７　半田税務署 法人税・源泉所得税部門。平成１４．７
刈谷税務署 法人課税部門 連絡調整官。１５．７　税務大学校名古屋研修所 教育官。１８．７　豊田税務署 法人課税第一部門 統括国税調査官。１９．７　名
古屋国税局 課税第二部 法人課税課 課長補佐。２１．７　名古屋国税局 総務部 会計課 課長補佐。２３．７　岡崎税務署 副署長。２５．７　名古屋中村税務
署 副署長。２６．７　名古屋国税局 総務部 営繕監理官。２８．７　名古屋国税局 総務部 会計課長。２９．７　豊田税務署 署長。３０．７　税務大学校名古屋研
修所所長。令和元.７　半田税務署 署長。岐阜県出身

【
素
顔
で
語
る
〜

何事にもATM(明るく、楽しく、前向きに）
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就
職
の
動
機

　

高
校
３
年
生
の
夏
に
、
大
学
の
受
験
勉
強
を

し
な
が
ら
国
家
公
務
員
試
験
を
受
験
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
当
時
、
大
学
の
共
通
一
次
試

験
に
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
採
点
方
法
が
導
入

さ
れ
た
（
マ
ー
ク
シ
ー
ト
が
珍
し
か
っ
た
時
代

で
す
）
こ
と
か
ら
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
の
国

家
公
務
員
初
級
採
用
試
験
を
、
大
学
入
試
の
「
練

習
」
と
し
て
受
験
し
ま
し
た
。
不
純
な
動
機
で

公
務
員
試
験
を
受
験
し
、
幸
か
不
幸
か
合
格
し

ま
し
た
が
大
学
は
全
て
不
合
格
で
し
た
。

　

浪
人
し
て
希
望
の
大
学
へ
と
い
う
選
択
肢
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
男
性
の
浪
人
生
は
い
て
も

女
性
の
大
学
浪
人
は
少
な
い
昭
和
の
時
代
で
す
。

母
親
か
ら
は
、
今
で
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
す

が
、
「
大
学
を
出
る
と
す
ぐ
２３
歳
に
な
る
。
浪

人
し
た
ら
２４
歳
。２４
歳
は
と
っ
く
に
嫁
に
行
っ

て
い
る
年
齢
で
、２５
歳
過
ぎ
た
ら
売
れ
残
っ
た

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
と
一
緒
で
、
誰
も
見
向
き

も
し
て
く
れ
な
い
。
女
は
高
卒
で
十
分
だ
か
ら
、

早
く
税
務
署
で
良
い
旦
那
さ
ん
を
見
つ
け
な
さ

い
。
」
と
言
わ
れ
て
、
素
直
に
税
務
署
に
入
り
ま

し
た
。
と
は
言
え
、
結
婚
は
２５
歳
ま
で
に
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
最
愛
の
夫
は
税
務
職
員
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

半
田
署
の
勤
務

　

半
田
税
務
署
に
は
、
昭
和
６３
年
７
月
（
当
時

２９
歳
）
か
ら
４
年
間
勤
務
し
ま
し
た
の
で
、
今

回
が
二
度
目
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
ま

だ
、
週
休
二
日
制
度
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
土
曜

日
は
半
ド
ン
（
半
日
勤
務
）
で
し
た
の
で
、
職

員
は
土
曜
日
の
午
前
中
の
仕
事
が
終
わ
る
と
、

昼
か
ら
知
多
半
島
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
繰
り
出

し
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
釣
り

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
頃
、

子
育
て
し
な
が
ら
の
勤
務
で
し
た
の
で
、
半
ド

ン
で
仕
事
が
終
わ
る
と
そ
の
よ
う
な
職
員
を
横

目
で
見
な
が
ら
、
子
供
を
迎
え
に
保
育
園
に
直

行
し
て
い
ま
し
た
。　
　

　

前
回
の
勤
務
か
ら
３０
年
が
経
過
し
て
お
り
、

中
部
国
際
空
港
が
開
港
す
る
な
ど
管
内
の
様
子

は
当
時
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
伝
統

的
な
産
業
や
文
化
、
豊
か
な
自
然
や
農
業
・
漁

業
な
ど
は
今
で
も
健
在
で
す
の
で
、３０
年
前
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
１
年
間
で
、
知

多
半
島
の
名
所
な
ど
を
北
か
ら
南
ま
で
く
ま
な

く
回
っ
て
、
半
田
署
勤
務
を
楽
し
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
勤
務

　

国
税
局
や
税
務
署
以
外
で
は
、
税
務
大
学
校

名
古
屋
研
修
所
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
教
育
官
、

研
修
所
長
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
研
修
所
は
、

税
務
職
員
に
対
し
て
、
職
務
の
遂
行
に
必
要
な

知
識
・
技
能
等
を
修
得
さ
せ
る
施
設
で
す
。
高

卒
で
採
用
さ
れ
た
新
任
職
員
は
、
全
寮
制
で
生

活
面
の
指
導
も
受
け
、
約
一
年
後
に
一
人
前
の

税
務
職
員
と
し
て
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

　

税
務
の
本
来
の
仕
事
と
異
な
り
、
生
身
の
人

間
と
向
き
合
う
研
修
所
で
の
勤
務
は
大
変
で
し

た
が
、
税
務
署
勤
務
で
は
味
わ
え
な
い
有
意
義

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

●最初の半田税務署勤務時代の仲間とディズニーランドにて㊧（平成４年）

二
度
目
の
半
田
税
務
署
勤
務
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趣
味
等

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
温
泉
め
ぐ
り
で
す
。
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
と
言
え
る
ほ
ど
の
庭
は
持
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、
び
っ
し

ょ
り
汗
を
か
き
な
が
ら
無
心
に
雑
草
を
取
る
の

が
好
き
で
す
。
汗
を
か
い
た
あ
と
の
お
風
呂
と

ビ
ー
ル
は
も
っ
と
好
き
な
の
で
、
温
泉
め
ぐ
り

も
趣
味
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
帰
り
温
泉
や
ス
ー
パ
ー
銭
湯
が
多
い
の
で

す
が
、
「
秘
湯
の
露
天
風
呂
め
ぐ
り
」
も
手
掛

け
て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
趣
味
に
加
え
、
最

近
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
き
っ
か
け

は
、
岡
崎
税
務
署
の
副
署
長
だ
っ
た
と
き
に
、

上
司
で
あ
る
署
長
か
ら
「
岡
崎
マ
ラ
ソ
ン（
１０

㎞
）
を
走
ら
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
上
司
の
誘
い
は
断
り
き

れ
ず
、
ろ
く
に
運
動
も
し
て
い
な
い
の
に
「
は

い
、
走
り
ま
す
。
」
と
応
え
て
し
ま
い
、
走
り

始
め
ま
し
た
。５３
歳
で
し
た
。１０
㎞
、
ハ
ー
フ
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
、
何
度
か

走
り
ま
し
た
が
、
歳
を
と
っ
て
か
ら
の
挑
戦
で

す
の
で
、
記
録
更
新
よ
り
も
現
状
維
持
が
大
切

と
割
り
切
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
靴
さ
え
あ
れ
ば
い
つ
で
も
で

き
る
趣
味
で
、
健
康
増
進
だ
け
で
な
く
、
ス
ト

レ
ス
発
散
に
も
効
果
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
職

場
以
外
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
仲
間
も
で
き
て
、
今
と

な
っ
て
は
、
誘
っ
て
も
ら
っ
た
上
司
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
私
が
誘
わ
れ
た
よ
う
に
部
下
職
員

に
「
走
ろ
う
よ
。
」
と
時
折
誘
っ
て
は
い
ま
す

が
、
誘
い
方
が
下
手
で
、
「
こ
れ
以
上
勧
誘
す

る
と
、
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
す
よ
。
」
と
訴
え

ら
れ
そ
う
な
の
で
止
め
て
い
ま
す
。

法
人
会
へ
の
お
願
い

　

半
田
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
過
去
か
ら
活
発

な
事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
、
税
務
署
と
し

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
４
月
に

は
公
益
社
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
租

税
教
育
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
に
一
層
邁

進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

１０
月
に
は
、
消
費
税
率
が
１０
％
へ
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
同
時
に
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
制
度
の
導
入
が
円
滑
な
も
の

と
な
る
よ
う
署
全
体
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
が
、
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
制
度
の
周
知
・

広
報
な
ど
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と

　

「
正
直
者
が
ば
か
を
見
な
い
よ
う
な
納
税
環

境
を
つ
く
る
」
こ
と
を
念
頭
に
、
何
事
に
も
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
明
る
く
、
楽
し
く
、
前
向
き
に
）
で
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

租
税
教
育
、貢
献
活
動
に
期
待

【
素
顔
で
語
る
〜
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署長
筆頭副署長

法人課税第一部門 統括国税調査官
法人課税第二部門 統括国税調査官
法人課税第三部門 統括国税調査官
法人課税第六部門 統括国税調査官
法人課税第一部門 連絡調整官

今枝なほみ
石田　和夫
村田　善博
市橋　博昭
宮嶋　　忍
山口　由美
吉田　正文

税務大学校 名古屋研修所 所長 
名古屋国税局 査察部 統括国税査察官
名古屋国税局 課税第二部 資料調査第一課 審理専門官
名古屋国税局 課税第二部 法人課税課　審査指導第一係長
税務大学校 東京研修所 教育官
名古屋中税務署 審理専門官（源泉所得税事務担当）審理専門官
名古屋国税局 調査部 国際情報課 国際情報係長

加藤　　力
大橋　新二
井口　雅之
大堀　憂也
栗　　哲男
大島　宏志
山下　智子

（ご勇退）
名古屋国税局 調査部 調査第五部門 統括国税調査官
昭和税務署 法人課税第一部門 統括国税調査官
名古屋国税局 課税第二部 資料調査第二課 主査
名古屋国税局 調査部 調査第八部門 主査
（退職）
岐阜北税務署 税務広報広聴官 税務広報広聴官

半田税務署人事異動
（法人関係・敬称略）

❶ 昭和３4年　
❷ 岐阜県
❸ いつも前向き
❹ 温泉めぐり、マラソン

署長
今枝 なほみ （いまえだ・なほみ）

筆頭副署長
石田 和夫 （いしだ・かずお）

法人課税第一部門 統括国税調査官
村田 善博 （むらた・よしひろ）

法人課税第二部門 統括国税調査官
市橋 博昭 （いちはし・ひろあき）

法人課税第六部門 統括国税調査官
山口 由美 （やまぐち・ゆみ）

法人課税第三部門 統括国税調査官）
宮嶋　忍 （みやじま・しのぶ）

法人課税第一部門 連絡調整官
吉田 正文 （よしだ・まさふみ）

敬称略

着任された
幹部

❶ 出生年　❷ 出身地
❸ 信条　　❹ 趣味

❶ 昭和4８年　
❷ 三重県
❸ 努力
❹ 旅行、読書

官 法人法人法人人課税課税課税課税課税第第二第二第二第二部部門部門 統括
市橋市橋 博昭博昭（（いちはし・ひろあ

法人法人法人法 課税税課税課課税第第一一第一部部門部門 連絡
吉田田 正文正文（（よしだ・まさふみ）

ソン

筆頭筆頭筆頭筆頭頭副署副署副署副署副署副署長長長長長長
石田石田 和夫和夫（いし（いしだ・かずお）

法人法人法人人課税課税課税課税課税第第第一第一第一部部門部門 統括
村田村田 善博善博（（むらた・よしひろ）

地

❶❶ 昭
❷❷ 三
❸❸ 努
❹❹ 旅

法人法人法人法 課税税課税課課税第六第六六第六部部門部門 統括
山口 由美由美（（やまぐち・ゆみ）

）法人法人法人法 課税税課税課課税第三第三三第三部部門部門 統括
宮嶋嶋 忍忍（（みやじま・しのぶ）

❶❶ 昭
❷❷ 岐
❸❸ い
❹❹ 温

署長署長署長長長
今枝今枝 なほなほみみ（（いまえだ・なほ

❶ 昭和53年　
❷ 岐阜県
❸ 一意専心
❹ スポーツ観戦

❶ 昭和38年　
❷ 三重県
❸ 和を大切に
❹ ギター

❶ 昭和５３年　
❷ 山形県
❸ 一期一会
❹ 旅行、食べ歩き

❶ 昭和51年　
❷ 愛知県
❸ 継続は力なり
❹ 英会話

❶ 昭和38年　
❷ 三重県
❸ 臨機応変
❹ ゴルフ

　　          氏 名　　                      前 任 地 等　　                      氏 名　　                      後 任 地 等

転　入 転　出
官　職
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2
0
1
9
年
度
事
業
計
画

　2019年6月4日、アイプラザ半田において、公益社団法人と認定されて
初の「第1回通常総会」を開催した。2018年度事業報告及び収支決算、
2019度事業計画及び収支予算案が原案通り可決承認された。また、任期満
了に伴い役員改選が行われ、新会長に牧野克則氏（（株）マキノ代表取締役会
長）、各役員もそれぞれ選任された。
　総会後の記念講演会は、久米繊維工業（株）取締役相談役を講師に迎え、
「すぐやることでチャンスをつかむ新しい働き方～自分を変え、オンリーワン
を目指そう～」と題して、ご講演をいただいた。地域に根ざした様々な活動等
を軽妙なトークで紹介し、会場を魅了した。（講演会要旨は２・３ページ）

　第1回通常総会

⑴
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
事
業

　

企
業
経
営
の
健
全
化
並
び
に
発
展
に
資
す

る
た
め
、税
務
、経
営
等
に
関
す
る
研
修
会
や

講
演
会
等
を
積
極
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

イ　

税
務
研
修
会

　

時
宜
に
合
わ
せ
て
税
制
改
正
の
解
説
や
、税

知
識
の
普
及
に
関
す
る
研
修
会
や
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ロ　

新
設
法
人
説
明
会

　

新
設
法
人
を
対
象
に
、会
社
設
立
の
税
務
や

決
算
時
期
の
税
務
に
つい
て
、半
田
税
務
署
と
共

同
し
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ハ　

支
部
税
務
研
修
会

　

中
小
法
人
が
抱
え
る
事
業
承
継
問
題
等
、支

部
会
員
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、税
理
士
等
税
の
専
門
家
に
よ
る
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ニ　

大
規
模
法
人
税
務
研
修
会

　

資
本
金
1
億
円
以
上
の
大
規
模
法
人
を
中

心
に
、、名
古
屋
国
税
局
及
び
半
田
税
務
署
に

よ
る
税
知
識
の
普
及
を
目
的
と
す
る
研
修
会

や
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ホ　

税
務
講
演
会

　

税
を
身
近
な
も
の
と
す
る
た
め
税
務
署
長
や

署
幹
部
を
講
師
に
招
い
て
、税
務
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

⑵
納
税
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
す
る
事
業

　

イ　

租
税
教
室

　

国
税
庁
及
び
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
学

校
教
育
に
お
け
る「
租
税
教
育
の
充
実
」に
向

け
た
施
策
の一
環
と
し
て
、青
年
部
会
員
等
に
よ

る
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ロ　

高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

管
内
高
校
生
を
対
象
に
、国
の
財
政
や
社
会

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、税
に
関
す
る
テ
ー
マ
で

討
議
と
研
究
成
果
を
発
表
す
る「
高
校
生
フ

ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ハ　
「
税
を
考
え
る
週
間
」に
お
け
る

　
　
　

税
啓
発
活
動

　

公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
が
推

進
す
る「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
参
加
し
、国
税
庁
の「
税
を
考
え
る
週
間
」に

合
わ
せ
て
、優
秀
作
品
の
展
示
と
表
彰
式
を
開

催
し
ま
す
。

　

ニ　

夏
休
み
小
学
生
税
関
見
学
会

管
内
小
学
生
を
招
い
て
、中
部
国
際
空
港
税
関

職
員
に
よ
る
施
設
見
学
会
と
、研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

⑶
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
並
び
に
提

言
に
関
す
る
事
業

　

税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て
は
、

当
会
会
員
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、一
般
社
団
法

人
愛
知
県
法
人
会
連
合
会
の
意
見
と
し
て
公

益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
に
上
申
し

て
い
ま
す
。

　

税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
提
言
は
、す
べ
て

の
法
人
企
業
及
び
個
人
に
関
連
し
た
内
容
と

な
っ
て
お
り
、税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄

与
し
、も
って
国
政
の
健
全
な
運
営
の
確
保
に
資

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑷
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
に

　
　
資
す
る
事
業

　

税
理
士
や
企
業
経
営
の
専
門
家
等
を
講
師

に
招
い
て
、次
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

イ　

経
済
・
経
営
講
演
会

　

会
員
ほ
か
広
く
参
加
者
を
求
め
、経
済
・
経

営・時
事
問
題
の
専
門
家
に
よ
る
経
済・経
営
講

演
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

　

ロ　

地
域
企
業
向
け
実
務
研
修
会

　

会
員
ほ
か
地
域
企
業
の
参
加
を
求
め
、企
業

実
務
の
知
識・技
術
等
を
身
に
付
け
る
た
め
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ハ　

企
業
施
設
見
学
会

　

会
員
ほ
か
広
く
参
加
者
を
求
め
、企
業
経
営

に
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、企
業

施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ニ　

健
康
・
医
療
等
の
増
進
を

　
　
　

目
的
と
す
る
事
業

　

会
員
ほ
か
広
く
参
加
者
を
求
め
、健
康
・
医

療
の
増
進
を
目
的
と
す
る
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

⑸
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
と
す
る
事
業

　

イ　

健
康
、文
化
及
び
芸
術
等
に

　
　
　

関
す
る
講
演
会
及
び
研
修
会

　

会
員
企
業
ほ
か
一
般
市
民
も
対
象
に
含
め

た
、文
化
や
芸
術
等
に
関
す
る
講
演
会
や
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ロ　

使
用
済
み
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
等

　
　
　

の
寄
附
活
動

　

会
員
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
使
用
済
み
切

手・書
き
損
じ
は
が
き
及
び
ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋

な
ど
は
、中
部
善
意
銀
行
を
通
じ
て
、社
会
福

祉
事
業
団
体
等
へ
寄
附
す
る
社
会
貢
献
事
業

を
行
って
い
ま
す
。

⑹
組
織
増
強
推
進
事
業

　

会
員
増
強
活
動
は
、組
織
の
維
持
と
財
政
基

盤
を
支
え
る
重
要
な
事
業
で
あ
り
、本
部
及
び

支
部
の
組
織
委
員
や
支
部
役
員
に
よ
っ
て
加
入

勧
奨
活
動
を
展
開
し
、組
織
増
強
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、受
託
保
険
会
社
と
も
密
接
な
連

携
を
図
っ
て
、会
員
増
強
と
福
利
厚
生
制
度
の

充
実
を
併
せ
て
協
力
し
な
が
ら
、財
政
基
盤
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑺
福
利
厚
生
事
業

新会長に牧野克則氏（（株）マキノ代表取締役会長）を選任
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支
部
事
業

法
人
会
相
互
間
の
連
絡
協
調

税
務
関
係
団
体
と
の
協
調

　

イ　

会
員
企
業
の
福
利
厚
生
制
度
を
支
援

す
る
保
険
事
業
の
普
及
と
推
進
を
図
る
た
め
、

協
力
保
険
会
社
３
社
と
連
携
強
化
を
図
っ
て
、

福
利
厚
生
制
度
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

ロ　

健
康
・
医
療
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

⑻
広
報
事
業

　

法
人
企
業
に
有
益
な
税
知
識
や
税
情
報
等

の
提
供
を
よ
り
一層
強
化
す
る
た
め
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
刷
新
し
、税
理
士
会
な
ど
税
関
連
団
体
と

の
連
携
を
強
化
し
て
内
容
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、会
報
誌「
歩
一
歩
」の
内
容
も
刷
新
し
、

税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
た
め
、広
く
一般
市
民
向
け
の
情
報
発
信
に

も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

支
部
事
業
は
、法
人
会
活
動
の
母
体
で
あ
り

事
業
内
容
の
充
実
が
地
域
と
会
全
体
の
活
性

化
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、視
察
研
修
会
や
税
関

連
、健
康
、文
化・芸
術
及
び
経
営
な
ど
様
々
な

講
座
を
企
画
し
て
、地
域
の
発
展
に
資
す
る
公

益
性
の
高
い
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　

①
一
般
社
団
法
人
愛
知
県
法
人
会
連
合
会

及
び
、傘
下
の
単
位
会
と
の
連
絡
協
調

　

②
公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
及

び
、東
海
法
人
会
連
合
会
と
の
連
絡
協
調

　

健
全
な
納
税
者
団
体
と
し
て
、税
務
関
係
各

官
庁
及
び
管
内
関
係
民
間
団
体
と
の
連
絡
協

調
を
密
に
し
、時
宜
に
応
じ
て
協
働
し
て
事
業

活
動
を
行
い
ま
す
。

第1回通常総会　

I 一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　　　⑴経常収益
　　　　　基本財産運用益
　　　　　特定資産運用益
　　　　　受取会費　
　　　　　事業収益
　　　　　受取補助金等
　　　　　受取負担金
　　　　　雑収益

　【経常収益計】

　【経常費用計】

評価損益等調整前当期経常増減額

【当期経常増減額】

　

４５０
５０

31,040,000
10,970,000
20,247,700
1,170,000
966,350

500
５０

31,040,000
10,550,000
19,391,100
1,250,000
2,000,350

-50
０
0

420,000
856,600
-80,000

-1,034,000

64,394,550 64,232,000 162,550

53,085,640
6,969,360

56,598,000
7,634,000

-3,512,360
-644,640

60,055,000 64,232,000 -4,177,000

4,339,550 4,339,550

4,339,550

0
0

0
0

0 0

0
0

0

0

04,339,550

4,339,550
71,000

4,268,550
29,829,092
34,097,642

18,536,700
-18,536,700
34,097,642

0
150,000
-150,000

26,194,366
26,044,366

17,901,100
-17,901,100
26,044,366

4,339,550
-79,000

4,418,550
3,634,726
8,053,276

635,600
-635,600
8,053,276

【当期経常外増減額】

２.経常外増減の部
　　⑴経常外収益計
　　⑵経常外費用計

税引前当期一般正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

II 指定正味財産増減の部
　　　受取全法連助成金
　　　一般正味財産への振替額
III 正味財産期末残高

⑵経常費用
　　事業費
　　管理費

2019年4月1日から2020年3月31日まで
収支予算書

科　目 増　減当 年 度 前 年 度

（単位 ： 円）
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こ
の
度
、
公
益
社
団
法
人
半
田
法
人
会
会
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
牧
野
克
則
で
す
。

　

こ
の
４
月
１
日
か
ら
半
田
法
人
会
は
、
公
益

社
団
法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
致
し
ま

し
た
。
役
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
な

が
ら
、
会
員
の
皆
様
に
役
に
立
つ
半
田
法
人
会

と
し
て
、
積
極
的
に
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
原
点
に
立
ち
戻
り
、
よ
き
経
営
者
の

団
体
と
し
て
、
納
税
の
普
及
と
正
し
い
税
制
度

の
知
識
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
も
学
び
ま

す
。

　

特
に
、
会
員
企
業
の
経
営
に
役
に
立
つ
研
修

会
や
、
税
制
、
後
継
者
育
成
の
た
め
の
講
習
会

な
ど
、
支
部
、
部
会
、
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

支
部
の
事
務
局
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
各
地

の
商
工
会
議
所
や
商
工
会
を
は
じ
め
、
税
理
士

会
、
行
政
、
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
公

益
事
業
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
の
時
代
で
す
。
皆
様
に
税
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
で
き
る
よ
う
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
広
報
を
充
実
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
益
法
人
に
な
り
ま
し
た
半
田
法
人
会
に
対

し
ま
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
、
あ
た
た
か
い

ご
理
解
を
賜
り
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人半田法人会　会長挨拶

よき経営者の団体として、
納税の普及と正しい税制度の知識を
グローバルな視点から学ぶ

会長　牧野克則
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第1回通常総会　

2019年4月1日～7月22日  届出順  

新
入
会
員
紹
介

13

半 田 2

半 田４

大 府

東 海
知 多

武 豊

美 浜

常 滑

半 田 1

支部 事業所 　所在地 業種名

pipurara（同） 　　　　　　　　　　 半田市桐ヶ丘5-102-7 　　　　　　　　 美容業 
（有）ユーテック 　　　　　　　　　　　半田市旭町2-27-23 　　　　　　　　　製造業  
（株）重福商店  　　　　　 　半田市有楽町3-158                           製造業  
（株）アール・アンド・アール  　　　半田市岩滑東町1-101-1 　　　　　不動産管理業  
（株）ツタヤ  　　　　　　　半田市天王町1-5-2 　　　　　　　　　仕出業  
（株）介護コネクティブ  　　 半田市岩滑東町4-58-3 　　　　　コンサルティング業 
（有）アサオルーフ  　　　　　　　半田市亀崎高根町5-55-4 　　　　　建設業  
（株）緑工業  　　　　　　　大府市横根町箕手60-30 　　　　　建設･製造業  
（株）ファンファーレ  　　　　　　　大府市中央町3-46 　　　　　　　　　コンサルタント業  
（株）明和建装  　　　　　　　東海市加木屋町六反田133 　　　　　建設業  
（有）冨安商会  　　　　　　　知多市にしの台1-906 　　　　　建設業  
中部ペレット（株）  　　　　　　　常滑市多屋脇田13-10 　　　　　プラスチック加工業 
（株）ケイプランニング  　　　常滑市斧口36-1 　　　　　　　　　企画・製造・卸業 
（医）奉栄会  　　　　　　 知多郡武豊町道仙田9-32 　　　　　医療業  
（株）大理  　　　　　　　知多郡武豊町ヒジリ田61 　　　　　介護業 
（株）ブラッシュアッパー  　　　名古屋市東区葵３-3-8　　　 　　　　　広告業  
  

本部事務局 支部事務局

事務局長　　佐藤　睦夫
職　　員　　関　　美重
職　　員　　辻　　年子
職　　員　　神谷久美子
パ  ー  ト  　 上野　優子

三井　　真
深津　幸雄
間瀬　敬三
杉本　由里
加藤　浩樹

阿久比支部／
東浦支部／
大府支部／
東海支部／
知多支部／

阿久比町商工会
東浦町商工会
大府商工会議所
東海商工会議所
知多市商工会

杉江　理代
桑山　雅規
磯部　泰伸
田部井孝文

常滑支部／
武豊支部／
美浜支部／
南知多支部／

常滑商工会議所
武豊町商工会
美浜町商工会
豊 浜 商 工 会

支部

パ ー ト

法人会

事務局長　　佐藤　睦夫 三井　　真阿久比支部／阿久比町商工会 杉江　理代常滑支部／常滑商工会議所

半田法人会役員名簿（2019年度・２０２０年度）
敬称略

半田第１支部長

半田第２支部長

半田第３支部長

半田第４支部長

阿久比支部長

東浦支部長

大府支部長

東海支部長

常滑支部長

武豊支部長

美浜支部長

南知多支部長

会務委員長

厚生委員長

広報委員長

事業委員長

半田第１支部

半田第２支部

半田第３支部

会長

常 

任 

理 

事

副 

会 

長

総務委員長

組織委員長

（株）マキノ 

（株）リッチ

知多信用金庫

（株）アスコ   

（株）オフィス・ウィズ

（株）マルタケ

（株）衣浦電機製作所

（株）エヌワイシー

シンセイ建設（株）

半田信用金庫

牧野 克則

馬田 秀樹

齋藤 健一

白羽 文彦

竹内 和美

竹内喜陽雄

竹内 稔幸

橋詰弥久雄

深谷 啓治

本美 勝久

加藤 金吉

竹内 孝良

中　 節藏

松井　恭行

今津 哲次

原田　晃宏

花井 宏基

大里美栄子

渡邉 茂央

土平 浩貴

濱田 剛徳

石黒 兼幸

加藤 博吏

大村　潤一

稲葉 芳幸

榊 原 　 肇

知多支部長

役職 兼  務 氏  名 法  人  名

 

理 

事

 

常 

任 

理 

事

東海築炉（株）

愛三工業（株）

名和電設（株）

（株）まるは

（資）丸中運送店

（有）榊宗モータース

（有）半田ステーションホテル

（株）マツイシ楽器店

（有）陸浦販売所

近藤　晃尚

加藤　茂和

生駒　美雪

坂野　豊和

大橋　利康

間瀬　　正

川口　由倫

松石　奉之

陸浦　幸人

大 府 支 部

半田第４支部

阿久比支部

東 浦 支 部

東 海 支 部

知 多 支 部

税 制 委 員 長

調 査 部 会 長

女 性 部 会 長

青 年 部 会 長

出 向

金澤　泰正

久米　宏和

竹内 久樹

中村 六雄

藤澤 和子

平下 学

加古　丞二

坂野　俊直

三品　富康
早川　建志

坂野　友昭

野杁 智之

小野　宗雄

竹内 良光

水野　哲也

山本　広和

兼  務 氏  名 法  人  名

（有）加藤鉄工所

（有）トロン

（株）ナカノ工業

美松工業（株）

（株）アグメント

原田酒造（資）

（株）花井組

東邦ステンレス工業（株）

（株）平和堂

（株）タガヤ

美浜ガス（株）

（株）石黒組

（株）ナチュラル 

大和燃料（株）

保険のえぽっく（株）
日産チェリー半田販売（株）

阿久比運輸（株）

（株）久米電気商会

（株）竹内設計 

メモリー（株）

（株）フジサワ不動産

平下塗装（株）

大府修景建設（株）   

大東興産（株）

（株）浅井歯科技研

（株）愛知工務店

（株）大洋プラスチックス工業所

アイコーサービス（株）

丸博青果（株）

（有）東海ホケン事務所

（株）タクタ

知多エル・エヌ・ジー（株）

役職

青 年 部 会

 

理 

事

監 

事

常 滑 支 部

武 豊 支 部

美 浜 支 部

南知多支部

調 査 部 会

女 性 部 会

伊藤　譲一

関　　豊晃

稲葉　憲辰

西田　弘一

冨田　博夫

福田 雅之

井上　　亙

大 岩 隆 司

川 口 　 潤

小川　正路

足立　　力

丹羽　文雄

林　　恒子

京才　喜代

森田　恵子

飯田　勝美

今津　悠見

新郷　孝廣

坂本　拓也

岡戸　利直

鈴木　健司

中埜　喜夫

出　向 氏  名 法  人  名

名星ダンボール（株）

豊和製陶（株）

（株）甘節庵

西田コンサル不動産（株）

知多半島ケーブルネットワーク（株）

（株）武豊鉄工所

（有）井上工業

（株）トウチュウ

（株）豊浜モータース

愛知製鋼（株）

（株）Mizkan Asset

カリモク皆栄（株）

（株）かどた

濱田電機工業（株）

富川建設（株）

（株）ツネミ

（株）アグメント

東海巧房（株）

サカモト乳販（株）

（株）岡戸組

（有）鈴木計算センター

（株）Office北岳楼

役職

氏  名 法  人  名
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女連協常任理事・本部常任理事・部会長・知多支部長
女連協理事・本部理事・副部会長・常滑支部長
女連協理事（2019年度）・本部理事・副部会長・武豊支部長
女連協理事（2020度）・本部理事・副部会長・美浜支部長
本部理事・直前部会長・東浦支部幹事長
半田第１支部長
半田第２支部長
半田第３支部長
半田第４支部長
阿久比支部長
東浦支部長
大府支部長
東海支部長
南知多支部長
　   

生駒　美雪
京才　喜代
森田　恵子
飯田　勝美
林　　恒子
酒井　元子
池田  幸枝
榊原千賀子
植田  偉子
山内　英子
酒井　直美
中村　光江
上尾久美子
濱本たかね

名和電設（株）
濱田電機工業（株）
富川建設（株）
（株）ツネミ
（株）かどた
知多印刷（株）
（株）池田建設
（株）三義アイピック
（株）植田組
（有）春一鈑
知多製鋲（株）
（有）中村広報
（有）上尾商事
岬水産（株）

　

役職　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　法人名　　　　　　　　　　

京才喜代

森田恵子 飯田勝美

女性部会

2019・2020年度女性部会役員　（敬称略）

事業報告

女性部会長 就任あいさつ

　この度、女性部会長に就任致しました生駒です。半田法人会には、以前先代の
社長も、又女性部会では母もお世話になっており、私は２代目となります。半田
法人会女性部会の代表というには、未熟な点が多々あることは自分でも承知して
おりますが、皆様からのお力添えをいただきながら、精一杯頑張りたいと考えて
おります。なにかお気づきの点等がありましたら、どうぞご遠慮なくご意見ご要
望なりをお聞かせください。
　すべての行動の根本であります「目配り、気配り、心配り」を地域の皆さま、
そして会員の皆様へ配信してまいりたいと思っております。是非とも宜しくお願
い申し上げます。
 

部会長  生駒 美雪
名和電設 株式会社

新年度初めての役員会を幹事全体で行い、今後の事業について協議しました。
続いて、大同生命保険株式会社 三河支社長 山本　累様よりご挨拶と経営者大型総
合保障制度のあゆみと現状についてお話しいただき法人会との関わりをご理解いただき
ました。最後に、旧役員の方に“お疲れ様”の気持ちを込めて記念品をお渡しして会を終
了しました。

女性部会　役員会（幹事全体）
　会場：ラグナスイート名古屋　日時：4月8日（月）

会場：富山産業展示会テクノホール　
日時：4月２５日（木）

山本累三河支社長 女性部会退任役員 

副
部
会
長
の
皆
さ
ま

「目配り、気配り、心配り」を配信

㊧より平成30年度
部会長　　 林　　恒子様
副部会長　 川上イサ子様
副部会長　 赤井　尚子様
 

第１４回法人会全国
女性フォーラム富山大会に
参加しました。
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青年部会

２０１９年度青年部会総会　4月18日（木）

部会長 坂野豊和
株式会社まるは

１．総務・広報委員会
　総会、役員会では主体となって運営し、本会への協力と、
署長講演会では多くの会員への参加を促し交流を深め、
企業経営者を支えるための保険への理解と加入率達成に
向けた取組みを行います
２．会員交流委員会
各事業への会員の積極的な参加を促し会員同士の交流
通じて絆を深め、拡大委員会と連携して組織の発展と向上
を図ります
３．会員拡大委員会
本会や他団体と交流するなど幅広いつながりをもち、オリエ
ンテーションでは青年部の活動意義と魅力を発信し、目標
達成にむけて拡大します
４．特別事業委員会
高校生への租税教育活動である高校生フォーラムや、地
域の魅力を発信する活動で社会貢献を行います

スローガン『青年部活動の礎を築く！』
～活気ある愉しい活動を通じ、地域を代表する経営者を輩出する～

2019年度は青年部創立40周年を迎える節目の年となります。また、4月1日より公益社団法人とし
ての半田法人会がスタートいたしました。先人から受け継いだ想いを大切にしながら、青年部活動
の目的である、「活動を通じ、次代を担う経営者、後継者としての資質向上を図り、活動に積極的に
参画し、法人会活動の充実と活性化に寄与する」事を念頭に、『青年部活動の礎を築く！』をスロー
ガンとし、会員一人一人を尊重しながら、主体性をもって、活気ある愉しい活動を邁進してまいりま
す。特に、法人会の主要事業である『税の啓発を中心とした活動』、『租税教室活動の推進』、『自
己啓発を目的とした会員交流』、『会員の拡大と拡充』の礎を築いてまいります。会員の皆様には、
積極的なご参加、ご協力をお願い申しあげます。

５．租税教育推進委員会
小学生への租税教育活動を会員同士が積極的に行える
よう運営を行い、納税意識の向上を図ります
６．半田法人会青年部会40周年記念事業実行委員会を
設置します
委員を役員で構成し40周年記念事業の準備計画を進め
てまいります
　以上、６つの方針で各種事業を計画、推進して参ります。
活力ある青年部会員の皆さま、ご支援、ご協力のほど宜しく
お願い申し上げます。

青年部会活動方針

２
０
１
９
年
度 

青
年
部
会
役
員 

（
敬
称
略
）

部 会 長

総務・広報委員長 
副委員長
副委員長
副委員長

会員交流委員長
副委員長
副委員長

会員拡大委員長
副委員長
副委員長

坂野　豊和
鈴木　邦弘
新郷　孝廣
井上　　亙
中村　和也
永井　洋介
與吾　泰史
浅野　健太
石川　祐輔
門田　高治
坂野　益也
岡戸　秀樹
中村　孝年
柴田　一樹
石黒　直樹
澤田　宜和

大村　貴之
片山　邦彦
水谷　洋一
近藤　勝美
岡田　行雄
荻野　裕直
久村　俊起
坂本　拓也
竹内　辰幸
関　　豊晃
竹内　賀規
今津　悠見

久野健一郎
清水　信浩

株式会社まるは
株式会社豆千待月
東海巧房株式会社
有限会社井上工業
株式会社ファイブスター事務所
合資会社永井金物店
有限会社まると水産
大同生命保険株式会社半田営業所
株式会社カナマル
株式会社ブラッシュアッパー
有限会社坂野
株式会社岡戸組
株式会社アニバーサリーホーム半田
有限会社エージイエスサービス中部
株式会社豊浜水産
サワダ工業株式会社

南 知 多
南 知 多
知 多
武 豊
半田第2
知 多
南 知 多
半田第２
半田第１
美 浜
南 知 多
阿 久 比
半田第２
常 滑
南 知 多
武 豊

東 海
武 豊
東 浦
半田第１
半田第４
常 滑
半田第１
東 海
阿 久 比
常 滑
常 滑
阿 久 比
東 海
東 海

役　職　　　　氏　名　　　　法　人　名　　　支　部　　　役　職　　　　 氏　名　　　　法　人　名　　　支　部
特別事業委員長

副委員長
副委員長

租税教育推進委員長
副委員長
副委員長
副委員長

株式会社I.P.S.コーポレーション
株式会社RKS
有限会社水谷金物店
株式会社大清工務店
三和株式会社
株式会社ビーメック
株式会社菓子工房くむら
サカモト乳販株式会社
株式会社マルヤマ
豊和製陶株式会社
有限会社屋根誠
株式会社アグメント
栄和興産株式会社
株式会社aiサービス

副 部 会 長

相談役兼４０周年記念事業実行委員長

実行副委員長
実行副委員長

直 前 部 会 長

筆頭実行副委員長

坂野　豊和（監事）　今津　悠見（理事）
新郷　孝廣（理事）　坂本　拓也（顧問）

愛知県法人会
青年部会連絡協議会

監 事

◀総会記念講演
　講  師：　今泉　清氏
　　　　　（大分県ラグビー大使）
　演　題： 「個々の能力を引き出す
　　　　　マネージメントと組織力」

青
年
部
会
創
立
40
周
年
記
念
講
演
会

日
時
／
令
和
元
年
９
月
１１
日（
水
）１７
時
〜
１８
時
３０
分

　
会
場
／
東
海
市
芸
術
劇
場（
大
ホ
ー
ル
）

＊
詳
細
は
折
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
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PHOTO REPORT
5月～7月 

支部総会

半田第１　

半田第２　

半田第３　

半田第４　

阿 久 比

東　　浦

大     府　

東　　海

知　　多

常     滑

武     豊

美     浜

南 知 多

5月15日

５月22日

５月１５日

５月30日

５月10日

５月29日

４月２5日

５月２1日

５月１7日

５月１5日

５月１6日

５月１3日

５月29日

半田市医師会健康管理センター

半田赤レンガ建物

乙川北部区画整理記念館

互楽

阿久比町商工会館

東浦町商工会 

みかど

東海市立商工センター

じろきん本店

常滑商工会議所

武豊町地域交流センター

ビアシティ南知多

鯱亭

菊池厚子（NPO法人健康経営研究会 保健師）

̶

大橋新二（半田税務署 筆頭副署長）

井口雅之（半田税務署 法人課税第１統括官）

̶

鈴置崇浩（愛知県産業振興機構愛知県事業承継コーディネーター・中小企業診断士）

̶

前田正紀（（一社）タックスサポート名古屋 理事・事務局長）

̶　

神野啓二（税理士）

井口雅之（半田税務署 法人課税第１統括官）

アトラクション 和太鼓

豊岡敬子（（一社）ワークライフバランス東海）

生涯現役のからだづくり

̶

筆頭副署長の独り言

統括官の独り言

̶

事例に学ぶ事業承継のポイント

̶

税務調査で指摘を受けやすい法人の税務調査

̶

生活と税のかかわり

統括官の独り言

̶

ゼロからはじめる働き方改革

支部　　　開催日　　　　　　会場　　　　　　　　　　　　　講師（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマ

２０１９年度支部総会一覧

半田第４支部／講師：井口雅之氏
　　　

半田第２支部
　　　

南知多支部／講師：豊岡敬子氏　　
　　　

東海支部／講師：前田正紀氏　
　　　

半田第１支部／講師：菊池厚子氏
　　　

大府支部／事業報告会
　　　

半田第３支部／講師：大橋新二氏　
　　　

常滑支部／講師：神野啓二氏　
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レディース優勝：優勝者：小笠原伊津味氏
（㈱武田工業所）

７月１6日（新南愛知カントリークラブ）

７月25日（ルグランジュール）

レ
デ
ィ
ー
ス・役
員
親
睦
ゴ
ル
フ

親睦ボウリング大会
6月11日（半田グランドボウル）

特別事業塾「ファシリテーター養成講座」
7月2日（半田市市民交流センター）

　　

消費税軽減税率制度説明会
5月31日（半田税務署）

新
設
法
人
説
明
会

青
年
部
会

半田第４支部視察研修会
6月２7日（金沢）

支部バス視察会

法人会

役員顔合せ懇談会

今枝半田税務署長 挨拶 牧野会長 挨拶

各支部長 挨拶 副会長 挨拶

名古屋税理士会半田支部長　早川仁様　乾杯

半田第１支部　5月24日（半田ゴルフリンクス）
優勝：竹本明則氏㊨（㈲竹家）　

　　　

半田第3支部　
6月５日（半田ゴルフリンクス）

　　　

半田第2支部　
6月28日（半田ゴルフリンクス）

　　　

支部ゴルフ予選会

第25回会員親睦チャリティーゴルフ大会
９月2日　新南愛知カントリークラブ

　　　　 「歩一歩」は、今後大幅なリニューアルを予定しています。告 知



有限会社 加藤鉄工所
創業、明治４２年

取締役会長　加藤 金吉

創業／明治４２年　設立／昭和２８年
事業内容／各種配管工事・機械装置据付工事・製缶・　
　　　　　DENSO事業所用クーラー据付及びメンテナンス
所在地／半田市旭町１－７
TEL.０５６９-２１-０１５９　FAX.０５６９-２１-０１７７

　

明
治
４２
年
に
加
藤
甚
五
郎
が
「
鍛
冶
甚
」
く
わ
鍛
冶
屋
と
し
て
創
業
し
ま
し
た
。
昭
和
２８
年
甚
五
郎
の

長
男
の
廉
平
が
有
限
会
社
加
藤
鉄
工
所
を
設
立
、
霧
吹
き
ノ
ズ
ル
を
改
良
し
繊
維
産
業
の
発
展
に
貢
献
し

ま
し
た
。
同
３３
年
に
日
本
油
脂
（
株
）
（
現
日
油
（
株
）
）
と
取
引
を
開
始
、
機
械
加
工
、
製
缶
、
配
管

工
事
等
に
携
わ
り
今
日
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
同
５２
年
に
（
株
）
デ
ン
ソ

ー
の
事
業
所
用
ク
ー
ラ
ー
サ
ー
ビ
ス
店
に
認
定
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ダ
ク

ト
工
事
、
フ
ロ
ン
回
収
等
新
た
な
業
種
を
開
拓
し
ま
し
た
。
同
５８
年
に
は

大
八
化
学
工
業
（
株
）
と
取
引
を
開
始
、
旭
町
1
の
１５
に
会
社
を
移
転
。

同
５４
年
に
私
が
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。
平
成
２０
年
に
現
在
地
に
新
社

屋
を
竣
工
し
ま
し
た
。

 

取
引
先
に
恵
ま
れ
、
お
か
げ
さ
ま
で
現
在
ま
で
堅
調
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
ま
た
後
継
者
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
会
長
と
し
て
時
間
に
追
わ

れ
な
い
日
常
で
す
が
、
法
人
会
の
支
部
長
や
、
半
田
市
民
生
、
児
童
委
員

の
会
長
又
半
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
と
し
て
、
社
外
に
向
け
た
地

域
貢
献
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 戸田測量設計 株式会社
誠実に業務をこなす

代表取締役　戸田 宏和

創業／昭和４８年　設立／昭和５４年
事業内容／土地家屋調査士、測量、登記業務、行政書士
所在地／知多郡東浦町緒川寿久茂１６８
TEL. ０５６２-３４-８７４０　FAX.０５６２-３４-５６２８

　

大
学
卒
業
後
、
愛
知
用
水
土
地
改
良
区
の
団
体
職
員
に
な
り
、
土
地
改
良
事
業
を
中
心
に
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
７
年
勤
め
た
後
、
平
成
４
年
に
父
が
創
業
し
た
戸
田
測
量
に
入
社
。
同
６
年
に
土
地
家
屋
調

査
士
登
録
、
同
１１
年
行
政
書
士
登
録
、
同
１８
年
に
宅
地
建
物
取
引
業
を
登
録
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

主
に
知
多
半
島
北
部
、
名
古
屋
、
西
三
河
な
ど
で
業
務
展
開
を
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
に
は
長
男
が
入
社

し
、
徐
々
に
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
土
地
開
発
の
減
少
、
不
動
産
や
、
農
地
の
動
き
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
幸
い
に

も
、
愛
知
県
は
ト
ヨ
タ
を
中
心
に
、
優
良
企
業
が
多
く
、
不
動
産
の
需
要
が

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
土
地
家
屋
調
査
士
は
、
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
調

査
・
測
量
・
登
記
を
主
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人
気
が
な
い
の
か
、
人
が

嫌
が
る
仕
事
な
の
か
、
知
多
半
島
内
で
は
、
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
新
規

登
録
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
書
士
は
官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類
、

そ
の
他
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
日
本
は
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
ず
、
既
存

の
商
売
は
国
内
で
の
売
り
上
げ
減
少
は
避
け
ら
れ
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
弊

社
は
不
動
産
に
関
す
る
業
務
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
依
頼
内
容
に

基
づ
き
誠
実
に
業
務
を
こ
な
し
、
皆
様
の
お
役
に
少
し
で
も
役
に
立
つ
な
ら

幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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 東海巧房 株式会社
誠心誠意が最大の武器

代表取締役　新郷 孝廣

創業／平成１２年　設立／平成２２年
事業内容／外壁塗装、防水工事、鉄鋼塗装、室内塗装、  
　　　　　外壁リフォーム、エクステリア
所在地／知多市八幡中島１４０-１
TEL. ０５６２-85-３４５８　FAX.０５６２-８５-３４５９

　

東
海
市
と
知
多
市
を
中
心
に
外
壁
、
屋
根
の
塗
装
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
笑
顔
と
安
心
を
届
け

る
塗
り
替
え
リ
フ
ォ
ー
ム
専
門
店
で
す
。
お
客
様
そ
し
て
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
愛
さ
れ
続
け
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
現
場
調
査
、
施
工
プ
ラ
ン
の
提
案
か
ら
見
積
書
の
作
成
。
施
工
か
ら
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で

の
一
連
の
工
程
を
、
全
て
自
社
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
一
切
の
妥
協
を
許
さ
な
い
丁
寧
な
作

業
と
高
い
品
質
を
追
求
す
る
た
め
で
す
。
専
門
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
、
お
各
様
に
と
っ
て
最
善

で
最
高
の
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
宅
か
ら
空
港
施
設
ま
で
年
間
１
５
０
棟
以
上
の
塗
装
実
績
を
積
み
上
げ
て
こ

ら
れ
た
の
も
、
常
に
誠
実
な
仕
事
を
心
が
け
、
お
客
様
に
誠
意
を
持
っ
て
向
き
合
っ

て
き
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
従
業
員
に
対
し
て
も
同
じ
で
す
。
良
い

仕
事
を
す
る
に
は
職
人
た
ち
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
。
良
好
な
人
間
関
係
を
作
り
、

基
本
的
な
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
想
い
は
全
て
の
出
会
い
に

感
謝
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
誠
心
誠
意
を
持
っ
て
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合

い
、
お
客
様
に
と
っ
て
最
高
の
笑
顔
と
安
心
を
お
届
け
し
ま
す
。

 大府修景建設 株式会社
造園業一筋６０年

取締役専務　加古 丞二

創業／昭和３６年　設立／昭和４６年
事業内容／造園修景工事（日本庭園・坪庭・洋庭・公園
　　　　　工場緑化・モニュメント設計施工・墓石建立・庭
　　　　　園緑地管理）エクステリア（自然石の石積・
　　　　　石張・門・塀・アプローチ・車庫）土木工事・
　　　　　公共工事
所在地／大府市桃山町２－６９
TEL. ０５６２-４８-１１１４　FAX.０５６２-４８-１１０９

　

現
社
長
で
あ
る
父
が
大
府
總
業
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
昭

和
４６
年
に
大
府
總
業
有
限
会
社
設
立
、
同
５９
年
大
府
總
業
株
式

会
社
に
組
織
変
更
、
同
６３
年
に
大
府
修
景
建
設
株
式
会
社
に
商

号
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
化
学
の
道
に
進
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
夢
破
れ
、
や
む

な
く
造
園
大
学
に
進
学
。
名
古
屋
の
同
業
他
社
で
５
年
の
修
行

の
後
、
平
成
８
年
に
入
社
し
、
結
果
的
に
家
業
を
継
ぐ
事
に
な

り
ま
し
た
。
造
園
業
は
何
で
も
屋
で
幅
広
い
仕
事
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
で
は
造
園
の
仕
事
は
奥
深
く
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
府
市
で
造
園
業
一
筋
６０
年
の
実
績
を
誇
る
当
社
は
、
一
般

土
木
工
事
か
ら
エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
外
構
工
事
、
石
積
、
庭
築
造

工
事
、
剪
定
作
業
、
リ
ガ
ー
デ
ン
ま
で
造
園
・
土
木
分
野
な
ど

を
幅
広
く
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

事業所紹介
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私
の
生
ま
れ
育
っ
た
東
海
市

は
、
山
形
県
米
沢
市
と
姉
妹
都

市
提
携
を
結
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

地
元
出
身
の
江
戸
時
代
の
学

者
・
細
井
平
洲
先
生
と
、
米
沢

藩
九
代
藩
主
・
上
杉
鷹
山
公
と

の
師
弟
関
係
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
ご
縁
で
米
沢
に
は
、
平
洲
先
生
と

鷹
山
公
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
史
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
洲
先
生
の
生
涯
最
後
の
米
沢
行
き
と

な
っ
た
三
回
目
の
訪
問
の
際
に
、
鷹
山
公

が
出
迎
え
に
来
ら

れ
た
関
根
地
区
の

普
門
院
と
は
羽
黒

神
社
は
「
上
杉
治

憲
敬
師
郊
迎
跡
」

と
し
て
国
史
跡
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
普
門

院
境
内
に
は
平
洲

先
生
お
手
植
え
の

椿
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
椿
は
昨

年
日
本
ツ
バ
キ
学
会
に
よ
っ
て
、
優
秀
古

木
椿
と
し
て
新
た
に
認
定
さ
れ
た
由
緒
あ

る
椿
で
す
。
ま
た
、
境
内
に
は
「
敬
師
の
像
」
と
呼
ば
れ
る
平
洲
先

生
と
鷹
山
公
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
同
じ

像
が
太
田
川
駅
前
に
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
海
市
で
は
「
米
沢
を
見
ず
し
て
平
洲
を
語

る
な
か
れ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
平

洲
先
生
と
鷹
山
公
の
師
弟
関
係
が
息
づ

く
、
米
沢
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

昭
和
３２
年
（
１
９
５
７
年
）
武
豊
町
で
創
業
。
た
ま
り

醸
造
メ
ー
カ
ー
が
廃
業
し
て
い
く
な
か
で
、
創
業
者
は
た

ま
り
の
濃
厚
な
う
ま
味
に
惚
れ
こ
み
、
伝
統
の
古
式
醸
造

を
守
り
な
が
ら
大
量
生
産
で
き
る
機
械
化
を
進
め
、
米
菓

原
料
と
し
て
の
販
路
を
拓
い
て
き
ま
し
た
。

　

２
代
目
が
米
菓
以
外
の
調
味
液
と
し
て
の
開
発
に
着
手

し
、６０
年
余
に
亘
り
国
内
外
を
問
わ
ず
全
世
界
で
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
安
心
、
安
全
な
商
品
づ
く
り
の

基
礎
固
め
と
し
て
、
約
１８
年
前
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
取

得
し
、
現
在
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０

に
移
行
し
、
品
質

管
理
を
よ
り
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
社
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
・
・
・
の
味
を
創

造
し
ま
す
」
は
、
創
業
者
の
味
に
対
す
る
貪
欲
な
姿

勢
を
表
し
て
お
り
、
お
客
様
の
要
望
に
細
か
く
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
対
応
す
る
た
め
に
、
開
発
部
員
は
社
員

の
１
割
以
上
に
達
す
る
人
員
を
擁
し
て
お
り
ま
す
。

今
で
は
開
発
ア
イ
テ
ム
が
１
万
を
超
え
た
デ
ー
タ
を

駆
使
し
、
常
に
新
し
い
味
を
創
造
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
ま
り
で
は
非
常
に
珍
し
い
電
気
透
析
装
置
を
使

っ
た
脱
塩
や
脱
色
装
置
を
早
い
段
階
で
導
入
し
て
、

幅
広
い
要
望
に
答
え
な
が
ら
、
国
産
原
料
の
た
ま
り

や
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
た
ま
り
の
醸
造
に
も
着
手

し
て
、
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に

日
々
研
鑽
し
て

お
り
ま
す
。

旅

モリス株式会社 深谷家具  　
代表取締役会長　深谷 守行（東海市）

「米沢への旅」

　
株
式
会
社 

ヤ
マ
ミ
醸
造 

ちた味噌・溜・ 蔵巡り ⑤

所在地／半田市港町3-106
TEL：0569-23-0703　FAX：0569-23-6227 

第
３
工
場

５分仕込みタンク
悪
魔
の
し
び
れ
２
０
０
ml
ぺッ
ト

● 平洲椿

● 敬師の像



知多半島のアーティスト

ささなみ　かおる

笹
浪
か
お
る 

洋
画
家

■ 展覧会・受賞
１９４９　知多市大草生まれ
１９９６　知多市美術展出品以降連続
　　　  知多市美術展市長賞２回受賞
２０１１　光風会初入選以降連続

「マルタの騎士」

「アトリエにて」「マルタの騎士」　改組 新 第５回日展（２０18年）　

２０１４　光風会東海テレビ賞受賞
２０１５　改組新第1回日展入選
２０１８　知多市美術展審査員推挙
２０１９　改組第５回日展入選

「マルタの騎士」　第１０４回光風会展（２０１８年） 「マルタの騎士」　第１０５回記念光風会展（２０１９年）
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